
教会はあなたのおいでをお待ちしております

　ある日、私は「命」の中に埋も

れた。

 「命」の中に受け入れられたの

だ。 それは、ホスピスの庭。特別

飾られている場所でもなく、豪華

でもない。季節の花々が静かに、

手入れ良く植えられている。素朴

な空間だ。

 父がそのホスピスで死んでか

ら、一度も足を運べなかったその

場所に、この時はいた。いえ、導か

れたのだろう。父が最後の数日を

過ごしたその空間は私には悲し

く辛い空間だった。

 その日、私はその空間にいた。静

かな、素朴な空間に。

 どうして今ここにいるんだろ

う。季節の花に立ち止まり、深呼

吸をしてみる。「あー私は生かさ

れているんだなぁ」。

　私にとって、死を見つめる空間

としかホスピスが思えていなかっ

た。しかし、その瞬間ここは死を

みつめる空間ではなく、「命」に立

ち止まる空間であることを静かに

語られた瞬間だった。

　「わたしにつながっていなさ

い。わたしもあなたがたにつな

がっている」。

　一つ一つの存在は違っている。

でも草も木も、人も動物も虫も

「命」は皆、同じだ。他より重いも

の、軽いもの、なんて一つもない。

皆、同じように大切、そして全て

の一つ一つが一つにつながってい

る。ホスピスの庭は私に教えてく

れた。「つながっていること」を。

一人ではないことを。たとえ私は

一人ぼっちと思っていても、つな

がっていてくださる方がここに

おられる。

　「いつも共にいます」なんて言

われても、「本当にいるの？」と尋

ねたくなるときがある。でも、「わ

たしもあなたがたにつながって

いる」と言ってくださる方がおら

れる。ここに。

　手をつなぐとき、私たちは手

を握り合う。どちらか一方だけが

握っていてもつながることはで

きない。握っていない手はするり

と抜けてしまうのだ。私たちが意

識しなくても、私たち一人ひとり

の手をしっかりと握り、つながっ

てくださっている方がいる。私た

ちは何をすれば良いのだろう。

　そう、ただ握られているその手

を握り返すだけ。

　「わたしにつながっていなさ

い。わたしもあなたがたにつな

がっている」。

　「あなたからつながらないとわ

たしはつながらないよ」と言われ

るのではなく、「わたしもあなた

がたにつながっている。」と言わ

れている。

　手を握り返すこと。私たちにつ

ながっている方へとつながるこ

と。いつ？ どんなときにできる

の？　それは、いつでも、どんな

ときでも、あなたが自分の「命」に

立ち止まるときに。

　その時あなたは、そっとつなげ

られている確かな手に気付くだ

ろう。ただその時に、確かにつな

げられているその手をそっと握

り返す勇気さえも私たちは、与え

られる。

　たった一つの命はたくさんの

命につながっている、かけがえの

ない命。

　「安心してつながっていなさい。

私があなたとつながっているから」。

Ｓ
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心の旅を見つめて
堀 肇

書き表せば「自分を大切にするように、
周りの人も大切にしましょうね」といっ
た感じになるのでしょうか。
　人は自分の好きなことで迷うときは真
剣に、かつ納得のいくまで悩みます。が、
他人のことになるとどうでしょうか。私
も、愛は忍耐であるとか、愛は見返りを
求めないものであるとか、愛のごく１部
について拙く語りましたが、自分を計る
モノサシで相手を計ることは実はとっ
ても難しかったりします。
　子育てをしていると、母親自身のモノ
サシが子どものそれに近いのだなぁと
感じることはあるのですが、その母子を
ひっくるめて見る世間のモノサシとい
うものも実に様々なサイズがあるのだ
なぁと思わされました。
　母乳一つ取ってもそうです。昔は母乳
神話（？）なるものがあったそうなので
すが、その年代の人に実際「母乳で育て
ない子どもはバカになる」と言われたマ
マ友もいましたし、「帝王切開は本当の
出産じゃない」と決めつけられた人もい
ます。
　こんな風に「自分がこうだったから、
あなたもこうするべきよ」「こうしない

　ルートを諳んじていたとしても、大根
を買うときにそれで安くなるかいな！ 
などと１人呟いて、なるべく勉学から現
実逃避しようとしていた学生時代（恥）。
そんな私にも忘れられない一文があり
ます。
　『己所不欲、勿施於人』―そうです、論
語に出てくる孔子の名句、「己の欲せざ
るところ人に施すことなかれ」です。こ
ちらにはレ点などに散々苦しめられた
ものの、本日引用の文章はよりシンプル
かつ、積極的、肯定的表現ですね。平易に

レビ記 19 章 18 節

「ブログ」とは……ウェブロ

グの略でインターネット上に

日記などを書き込んで公開し、

それへのコメントの書き込み

などを通して交流が行われて

いるインターネット上のコ

ミュニティーサイト（交流の

場）です。ここでは誌上にブ

ログのようなコーナーを作っ

てみました

自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。

たろこままの

のはおかしい」と押し付けてくる人が殊
の外多いのですね。かと言って肝心の母
親も（こと母親１年生だと）先方にどう
して欲しいかをどう伝えていいか分か
らなかったりします。
　一見相手を慮っているように簡単に
意見する人たち、どうか考えてください。
「自分が相手と同じ立場にいたとして、
そう言われたいか」を。お世辞を言えと
は言いません。が、相手の痛みを自分の
それと受け止める姿勢、それが全ての基
本に通じるのではないでしょうか。

Red Sea Crossing ,

 by He Qi, www.heqiarts.com

杖を高く上げ、手を海に向かって差し

伸べて、海を二つに分けなさい。そうす

れば、イスラエルの民は海の乾いた所

を通ることができる。

葦の海の奇跡 聖
書
物
語
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